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は
、
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田
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国
重
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男
さ
ん
の

お
宅
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
！
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詳
し
く
は
表
紙
裏
へ
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”青”の象形は「土から若い植物の芽が出る」
ことを指しています。”青”は若々しい新しい
才能が花開くイメージを持っています。それ
がたくさん集まって…

目　次
伊崎田地区　西山ノ口
国重　良男 さん（82 歳）
　　　タエ子さん（78 歳）

国 重さんご夫婦は、トマトやさつまい
も、えだまめ、にんじん等を息子さ

んと協力しながら栽培しています。良男さ
んは「野菜づくりをして、体を動かすこと
で健康づくりにも役立っている。収穫して
甚兵衛倶楽部に野菜を出荷するのが楽し
い」そうです。「健康でいられる事がうれ
しい。孫が針治療師になったのでたまに治
療してもらっている効果かもしれんな」と
笑顔で話されました。
　「今は、トマトに明け暮れて」とタエ子
さん。「トマトを毎日食べて、トマトのハ
ウスで仕事して、そのハウスの中で焼け焦
がれているよ～」と笑顔。実は、野菜もい
いけど、花を育てるのが楽しいんだとか。
　今、農業をしている若者たちに何か助言
をお願いしたところ「もっと農業を勉強し
なさい！」力強いお答えと、ニッコリ笑顔
をいただきました。

３月号から、平成 17 年から約４年間、群青
で掲載していた「元気バリバリ」のコーナー
に登場いただいた方に、およそ 10 年ぶりに
再登場していただきます。以前と変わらぬ元
気バリバリな様子を紹介します！
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あおぞらニューストピックス

農協推進員大会・
農政連あおぞら支部総会

　５月８日、ＪＡは本所大会議室で、町内各集落
の推進員を対象に農協推進員大会を開きました。
平成 27 年度事業の基本的な考え方と推進員の役
割について説明があり、一年間農協と組合員の皆
さまとの連絡係としてご協力いただくことのお願
いがされました。
　引き続き、平成 26 年度鹿児島県農民政治連盟
あおぞら支部総会が開かれ、活動方針を含む３議
案が承認されました。

新茶の季節が目の前までやってきました
　ＪＡは３月 25 日、本所大会議室で第 42 回ＪＡ
あおぞら茶栽培部会総会を開きました。丸目部会
長の挨拶のあと議事に入り、その後「茶園共進会
褒章授与」が行われ、上野正人さんに賞状が授与
されました。
　茶栽培部会の総茶園面積は、52.3 ㌶で、平成 27
年度生葉生産量は 1500 ㌧を計画しています。Ｊ
Ａ指導員は「今年は気象条件の良いことから生葉
の状態は最高です」と話しました。

青空の下、田植え交流会

役職員、意志統一を！

　４月 11 日、上野克比古稲作部会長の田んぼで田植
え交流会が開かれ、子どもたちと生協コープかごしま
の組合員、生産者、職員とＪＡ関係者ら約 80 人が参
加しました。上野部会長から苗の植え方の説明があり、
子どもたちは泥だらけになりながら、一つひとつ丁寧
に苗を植え付けました。田植えのあとは、上野部会長
の竹山でたけのこ掘りの体験もありました。

　３月 20 日、志布志湾大黒に於いて、役職員及
び関係者 131 名出席の下、「平成 27 年度ＪＡあお
ぞら事業推進総決起大会」を開催致しました。
　会では、各部門ごとの事業目標に係る説明、事
業目標必達を祈念したダルマ入瞳、さらに各事業
目標の早期達成に向けて全役職員でガンバロウ三
唱を行い、平成 27 年度のスタートにあたり目標の
早期達成に向けた「意志統一」を図りました。
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あおぞらニューストピックス

春ゴーヤ出荷始まる

春夏メロン秀品率向上を図る

　３月 17 日、ＪＡ
は本所大会議室で
春ゴーヤ出荷会議
を開き、部会員、
関係者ら約 20 人
が参加しました。
会では、出荷規格などについて説明があり、等級や
箱詰め基準について確認をしました。平成 27 年産
春ゴーヤは、天候不順による不受精などもみられま
すが、人工交配と摘葉等、栽培管理に取り組むこと
となりました。
　出荷は３月下旬から８月までで、160 ㌧の出荷を
計画しています。

　３月 31 日、Ｊ
Ａは本所大会議室
で、春夏メロン出
荷協議会を開き、
部会員、関係者ら
約 15 人が参加し
ました。県経済連
の情勢報告のあと、出荷規格や等級、箱詰め基準
などについて説明がありました。本年は３月から
気温が高くなりましたので、今後のかん水や追肥
管理の徹底を図り、秀品率向上に努めることを確
認しました。

農林水産大臣賞を受賞!!
　３月４日、肉用牛婦人部で結成する「かあちゃ
んべぶんこ会」が 2014 年度農山漁村女性・シニ
ア活動表彰の女性起業・経営参画部門で最優秀
賞を受賞し東京で表彰式がありました。「自分た
ちで判断して牛飼いができるようになりたい」と
2004 年に結成。10 年間、毎月勉強会を開いて技術・
経営向上のための情報交換を行ってきた結果、せ
り市も好成績となり女性の経営における発言力向
上や経済的自立につながっていることが高く評価
されました。
　（かあちゃんべぶんこ会の活動が「家の光８月
号」で掲載予定です！）

澱粉用さつまいも部会総会

春かぼちゃ品質の安定を目指して

　３月 19 日、Ｊ
Ａは本所大会議
室で澱粉用さつ
まいも部会総会
を開き、部会員、
関係者ら約 40 人
が参加しました。
諏訪部会長は、「生産者の減少が顕著になってきま
したが、何とか現在の生産者数を維持できるよう
皆さん頑張りましょう」と挨拶しました。議事では、
収支決算報告や来年度計画、役員人数の変更等に
ついて協議がなされ決定しました。

　４月 20 日、Ｊ
Ａは本所大会議
室で春かぼちゃ
出荷協議会を開
き、 部 会 員、 関
係者ら約 30 人が
参 加 し ま し た。
本町の春かぼちゃは５月下旬から６月にかけての
需要期を中心に安定供給への強い期待があり、完
熟品の出荷を基本に、品質の安定を目指します。
出荷は５月上旬から７月まで。11.6 ㌶で栽培し、
共販量 212.5 ㌧を計画しています。
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営農情報 早期水稲の今後の栽培管理について
1. 水管理
　中干し（５月下旬～６月上旬）までは間断かん水を行いましょう。藻の抑制にもなります。
　　○中干し…田面に地割れが入るまで干します。（５～７日程度）

　中干し後～出穂まで
　　浅水管理、若しくは間断かん水を基本としますが、下記の場合は深水にします。

　　◇５月末～６月上旬ごろ（幼穂がつくられます）
　　　低温でしら穂が発生します………夜間は深水で保温しましょう
　　◇６月中旬～７月中旬（水が最も必要な時期です）
　　　水不足で乳白米が発生します……出穂 10日間前後は深水で水を与えましょう
　　◎出穂予想　・コシヒカリ６月 25日前後（前年６月 29日）
　　　　　　　　・イクヒカリ７月 10日前後（前年７月８日）

2. 雑草・病害虫防除
　生育期間中にヒエや多年草雑草の発生が多い場合は、下記の薬剤を散布する。

　　◎クリンチャーバスME液剤（中干し時期が効果的）
　　　落水状態で 10a あたり 1000ml を 70 ～ 100 リットルに溶かして散布する。
　　　展着剤不要。雑草に直接かかるように散布する。
　　　散布後 3日間は入水しない。
　　　使用期限は収穫 50日前までとし、それ以降は絶対に散布しない。
　　　※重複散布や高温時の散布は薬害が出ることがあるので注意！

　　◎ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）対策＝スクミノン　2～ 4㎏ /10a

　　◎カメムシ類
　　　カメムシの防除は集団防除が効果的である。
　　　�畔周りの雑草がカメムシの飛来源となるので畔周りの管理を行うことによりほ場への飛び

込みを減らすことが出来る。出穂後に畔周りの草払いを行うとカメムシを水田に追い込む
場合があるので、出穂前に畔周りの草払いを行う。

　　　病害虫や雑草防除についての質問は JAへお気軽にお問い合わせください。

5月中旬 6月上旬

浅水・
間断かん水

浅水・
間断かん水

深水

落
水

水
深

中
干

穂
肥

出
穂

収
穫

6月下旬 7月末

※お問い合わせは、指導購買課・園芸センター　比良までお気軽にどうぞ。
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厚
生
労
働
省
が
平
成
26
年
に
発
表
し
た
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、

平
成
24
年
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
の
う
ち
、肺
が
ん
は
男
性
の
第
１
位
、

女
性
で
は
第
２
位
と
な
っ
て
お
り
、
一
貫
し
て
上
昇
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

肺
が
ん
の
原
因
の
代
表
的
な
も
の
に
喫
煙
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
非
喫
煙
者
に
も
肺
が
ん
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
、
原
因

は
す
べ
て
分
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

肺
が
ん
は
、
顕
微
鏡
に
よ
る
検
査
（
病
理
検
査
）
で
腺
癌
、
扁
平

上
皮
癌
、大
細
胞
癌
、小
細
胞
癌
の
４
つ
の
組
織
型
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

肺
が
ん
の
治
療
は
、
手
術
、
放
射
線
治
療
、
薬
物
療
法
、
緩
和
医

療
が
あ
り
ま
す
。

　

手
術
や
放
射
線
治
療
は
局
所
の
治
療
で
あ
る
の
に
対
し
、
薬
物
療

法
は
全
身
に
存
在
す
る
癌
細
胞
に
有
効
な
全
身
治
療
で
あ
る
点
が
異

な
り
ま
す
。
ど
の
治
療
が
良
い
か
、
ど

の
治
療
を
組
み
合
わ
せ
る
か
は
、
肺
が

ん
の
種
類
（
組
織
型
）、
進
行
度
、
患
者

様
の
元
気
さ
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

肺
が
ん
の
症
状
と
し
て
は
咳
や
血
痰

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
初
期
に
は
無
症

状
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
早
期
発
見
の
た
め
に
、

検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

『
肺
が
ん
に
つ
い
て
』

鹿
児
島
厚
生
連
病
院

呼
吸
器
外
科
部
長 　

酒
瀬
川　

浩　

一 

身近な
健康情報

「みんな健康プロジェクト」 展開中!!
ＪＡが窓口となって、ＪＡ厚生連と連携しなが

ら健康づくりのお手伝いをします。
健康に関する相談のある方は、お気軽にＪＡに
お声掛け下さい。

鹿児島県厚生連 検  索 

ＪＡ厚生連ホームページ 

http ://www.kago-ksr .or . jp/

あ
お
ぞ
ら
ホ
ー
ム
入
居
者

　【
あ
お
ぞ
ら
文
藝げ

い

同
好
会
】

　
　
短
歌・俳
句
紹
介
コ
ー
ナ
ー

（
短
歌
）

　

亡
き
夫つ

ま
に
孫
は
似
て
お
り
将
来
は

　

ミ
ス
に
な
る
か
と
婆ば

の
夢
広
が
る

	

石
峰　

カ
ズ
子

　

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
入に

ゅ
う

浴よ
く

当
番
久
し
ぶ
り

　

実む
す
め娘
と
会
え
た
様
な
気
が
す
る

	

宮
脇　

ナ
チ

　

揚あ

げ
雲ひ

ば
り雀

朝
早
く
か
ら
鳴
き
な
が
ら

　

雲
の
彼か

な
た方

に
羽
ば
た
き
昇の

ぼ

る	

池
迫　

茂

　

日
頃
よ
り
、
多
く
の
皆
様
に
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
４
月
介
護
保
険
制
度
改
正
が
あ
り
、

新
し
い
介
護
報
酬
で
の
事
業
所
運
営
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
も
、
今
ま
で
以
上
に
地

域
の
方
々
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今

回
は
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
り
ま
す
、

《
通
所
介
護
事
業
所
（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）》
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

《
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
？
》

＊�

要
介
護
・
要
支
援
者
が
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
で
、
利
用
者
が
施
設
に
通
っ
て
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
他
者
と
の
交
流
を
行
っ
た
り
、

日
常
生
活
の
支
援
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

《
援
助
内
容
は
？
》

＊�

自
宅
か
ら
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・

食
事
・
入
浴
・
衣
類
着
脱
・
排
泄
等
の
介
助
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
当
あ
お
ぞ
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
専
任
の
機
能
訓
練
士
が
、
利
用
者
に
合
わ

せ
た
計
画
に
沿
っ
て
個
別
に
機
能
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
い
、
機
能
訓

練
を
行
う
こ
と
で
、
自
宅
で
の
生
活
が
よ
り
安

心
し
て
送
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

《
利
用
方
法
は
？
》

＊�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
ひ

と
つ
で
す
。
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
）が
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を

作
成
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

当
事
業
所
に
は
、
管
理
者
の
小
牟
田
知
都
江

を
中
心
に
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
の
有
資
格
者

が
７
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。
明
る
く
、
経
験
豊

富
な
職
員
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
介
護
相
談
は
常
時
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
空
き
室
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
９
９
）
４
７
１
︱
５
７
７
２

ＪＡあおぞら総合福祉センターだより
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四
月
十
日
、
Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
青

壮
年
部
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
餃

子
作
り
の
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
せ
っ
か
く
の
機
会
と

い
う
事
で
、
本
場
の
餃
子
を
作
っ

て
食
べ
て
み
よ
う
と
企
画
し
、
農

業
実
習
で
中
国
か
ら
来
て
い
る
実

習
生
を
講
師
に
招
き
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
や
入
所
者

の
方
々
は
、
実
習
生
の
皮
を
伸
ば

す
作
業
に
感
心
さ
れ
、
具
材
を
皮

に
綺
麗
に
包
ん
で
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
、「
す
ご
い
ね
」「
楽

し
い
」「
料
理
な
ん
て
久
し
ぶ
り

だ
よ
」
な
ど
、
楽
し
く
作
業
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
国
実
習
生
と
の
交

流
も
で
き
、「
何
処
か
ら
来
た
の
」

「
中
国
は
寒
い
の
」
な
ど
色
々
な

質
問
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

四
月
十
五
日
、
Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ

ら
女
性
部
の
第
十
四
回
女
性
部

通
常
総
会
を
有
明
地
区
公
民
館

（
旧
有
明
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
）
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

会
は
、
新
Ｊ
Ａ
女
性
の
歌
「
明

日
輝
く
た
め
に
」
の
斉
唱
、
綱
領
・

五
原
則
の
唱
和
で
始
ま
り
、
議
事

で
は
山
重
支
部
の
留
永
正
子
さ
ん

に
よ
る
進
行
が
行
わ
れ
、
全
議
案

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
同
学
習
で
は
、「
今
か
ら

始
め
る
（
始
ま
る
）
健
康
づ
く

り
」
と
題
し
て
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島

県
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

二
宮
知
子
氏
の
講
演
が
行
わ

れ
、
健
康
管
理
の
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

会
場
入
口
で
は
女
性
部
員
に

よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
作
品
や
生
け

花
、
活
動
写
真
が
展
示
さ
れ
、

昼
食
時
に
は
大
正
琴
・
カ
ラ
オ

ケ
・
座
踊
り
教
室
生
の
舞
台
発

表
に
よ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
恒
例
の
お
楽
し
み

抽
選
会
を
行
い
平
成
二
十
七
年

度
の
女
性
部
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 Ｊ

Ａ
女
性
部
か
ら
こ
ん
に
ち
は

Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
★
イ
ケ
メ
ン
通
信

女
性
部
総
会

総会風景

座踊り

活動優良表彰

カラオケ教室

作品展示大正琴



 

平成２７年４月～６月は「春の農作業安全月間」です。 

昨年は１８件の農作業死亡事故が発生しました。 

中でも特にトラクターや運搬機などからの転落・転倒事故が目立ちます。 

田植えや草刈りなどお忙しい時期ではありますが、ゆとりある作業計画を 

設定し、安全に十分注意して農作業を行われますようお心がけください。 

また、ご自身・ご家族・従業員のためにも、労災保険に加入しましょう！ 

【平成２６年 県内全域における農作業死亡事故の状況（抜粋）】 

発生月 市町村 場所 年齢 機械の種類 事故の概要 

2 月 霧島市 畑 80 動力運搬車 通路で動力運搬車を運転中、約 90cm 下の畑に転落、下敷き 

3 月 鹿児島市 畑 59 耕うん機 
ビニールハウス内で耕うん中、左右のハンドルに通した鉄棒と背後の支柱に

挟まれる。 

3 月 霧島市 道路 63 
スキッドス

テアローダ 

自宅敷地内でスキッドステアローダを使い農作業中、バランスを崩して前方

の道路に投げ出され、動いてきた重機の下敷き 

3 月 知名町 畑 84 － 畑に残った枯れ草を焼却中、誤って足元から火が燃え移る 

4 月 指宿市 自宅 82 耕うん機 
自宅格納庫で作業中、管理機のロータリーに下半身を巻き込まれ、後頭部を

強打 

4 月 霧島市 畑 73 トラクタ 畑でトラクタを運転中、約 1.5m 下の畑に転落、下敷き 

[注]翌年 12 月の農作業事故調査(死亡小票調査)により、修正の可能性がある。    [注]新聞情報等による速報(県庁経営技術課) 

○65 歳以上 14 件（80 歳以上 9件）、転落・転倒事故 13 件、トラクタ 6件、道路での事故 4件 
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子牛せり市情報
平成27年４月子牛せり市　（22日～24日)

　項目
性別 　 校　区 頭　数 総価格

価　格
順位

最　高 最　低 平　均

雌

地 区 全 体 869 488,267 1,179 50 561
町 全 体 113 64,750 805 434 572
伊 崎 田 16 9,426 805 439 589 1
有 明 14 8,020 622 483 572 4
通 山 5 2,922 600 570 584 2
蓬 原 13 7,276 660 451 559 6
原 田 7 3,909 600 453 558 7
野 神 40 22,971 764 434 574 3
山 重 18 10,226 698 473 568 5

去
　
勢

地 区 全 体 892 564,392 900 50 632
町 全 体 141 90,846 780 319 649
伊 崎 田 21 13,991 744 543 666 1
有 明 23 15,272 780 533 664 2
通 山 12 7,925 720 611 660 4
蓬 原 18 11,201 711 319 622 7
原 田 8 5,308 700 639 663 3
野 神 43 26,894 763 507 625 6
山 重 16 10,255 733 515 640 5

町 総 計 254 155,596 805 319 610
地 区 総 計 1,761 1,052,659 1,179 50 597

最
高
値

性別 父 祖父 曾祖父 日齢 体重
メス 安福久 金幸 平茂勝 297 日 287 ㎏
去勢 隆之国 百合茂 神高福 273 日 331 ㎏

（単位：頭、千円）



Aコープあおぞら店　　電話：099-471-4366　営業時間：朝9時～夜8時

こんにちは!農協の置き薬「クミアイ家庭薬」です

クミアイ家庭薬についてのお問い合わせは、お近くの
農協各支所または、099-477-2052（鮫島）まで

JA鹿児島県経済連

ニセ配置員に
ご注意ください!!
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理事会・経営管理委員会報告

行 事 予 定 表

１８日	 年金友の会ゴルフコンペ
２１日	 成牛せり市
２３～２５日	 子牛セリ市
２５日	 外務推進日（貯金日）　

６月

第１回理事会（平成27年３月27日）
協議事項
　第１号議案　平成27年度農協推進員大会の開催について
　第２号議案　�第14回通常総代会資料説明座談会の開催について
　第３号議案　�平成27年度  コンプライアンス実践計画書について
　第４号議案　組織規定の一部変更について
　第５号議案　信用事業規程の一部変更について
　第６号議案　資産査定要領の一部改正について
　第７号議案　�新規参入円滑化等対策事業による事業導入

について
　第８号議案　第14回総代会提出議案について
　第９号議案　平成26年度　決算報告書について
　第10号議案　あおぞら一丁目新たな事業運営について
　第11号議案　農産物検査業務規程の一部変更について
　第12号議案　農協と経営管理委員との融資契約について
報告事項
　①　平成26年度下半期　相談・苦情等対応状況について
　②　�平成27年度　果汁・お茶愛飲運動推進要領について

（資料別紙）
　③　�子育て応援定期積金『すまいる』取扱実施要領（案）

について
　④　平成27年度　職員教育研修計画について
　⑤　内部監査の状況について
　⑥　組合員の加入及び脱退の状況について

第２回理事会（平成27年４月27日）
協議事項
　第１号議案　�金融円滑化にかかる取組状況および今後の対

応方向並びに開示・行政庁報告の実施について
　第２号議案　�平成27年度不良債権の管理・回収方針について
　第３号議案　農協と経営管理委員との融資契約について
　第４号議案　�平成26年度コンプライアンス実践報告書並

びに平成27年度全般統制不祥事未然防止対
策行動計画について

　第５号議案　�子会社役員への推薦ならびに就任期限等に
関する基準の一部改正について

　第６号議案　いろは農園有明の固定資産取得について
　第７号議案　第14回通常総代会提出議案について 
報告事項
　①　�平成26年度不祥事未然防止対策取組み状況報告
　　　（平成26年度第４四半期）について
　②　平成27年度連続職場離脱実施計画について
　③　平成26年度末大口債務者経営状況について
　④　平成26年度末貸倒引当金の繰入れについて
　⑤　内部監査の状況について
　⑥　�平成26年度　内部監査「年間業務活動報告書」について
　⑦　組合員の加入及び脱退の状況について

第１回経営管理委員会（平成27年３月27日）
協議事項
　第１号議案　平成27年度農協推進員大会の開催について
　第２号議案　�第14回通常総代会資料説明座談会の開催について
　第３号議案　�平成27年度  コンプライアンス実践計画書について

　第４号議案　組織規定の一部変更について
　第５号議案　信用事業規程の一部変更について
　第６号議案　�新規参入円滑化等対策事業による事業費の

一部変更について
　第７号議案　第14回総代会提出議案について
　第８号議案　平成26年度　決算報告書について
　第９号議案　あおぞら一丁目新たな事業運営について
　第10号議案　農産物検査業務規程の一部変更について
　第11号議案　農協と経営管理委員との融資契約について
報告事項
　①平成26年度下半期　相談・苦情等対応状況について
　②平成27年度　果汁・お茶愛飲運動推進要領について
　③�子育て応援定期積金『すまいる』取扱実施要領（案）について
　④平成27年度　職員教育研修計画について
　⑤資産査定要領の一部改正について
　⑥内部監査の状況について
　⑦組合員の加入及び脱退の状況について

第２回経営管理委員会（平成27年４月27日）
協議事項
　第１号議案　農協と経営管理委員との融資契約について 
　第２号議案　�平成26年度コンプライアンス実践報告書並

びに平成27年度全般統制不祥事未然防止対
策行動計画について

　第３号議案　�子会社役員への推薦ならびに就任期限等に
関する基準の一部改正について

　第４号議案　第14回通常総代会提出議案について  
報告事項
　①�平成26年度不祥事未然防止対策取組み状況報告（平成

26年度第４四半期）について
　②平成27年度連続職場離脱実施計画について
　③平成26年度末大口債務者経営状況について
　④平成26年度末貸倒引当金の繰入れについて
　⑤平成27年度不良債権の管理・回収方針について
　⑥�金融円滑化にかかる取組状況および今後の対応方向並

びに開示・行政庁報告の実施について
　⑦いろは農園有明の固定資産取得について
　⑧内部監査の状況について
　⑨�平成26年度　内部監査「年間業務活動報告書」について
　⑩組合員の加入及び脱退の状況について
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